
１．現状

　平成２５年３月末時点において、既に導入目標に迫る導入が進む。

４．今後の普及に当たって　～地域との共生～

▶　固定価格買取制度が始まって以来、太陽光発電を中心とした設備導入が、県内各地で加速度的に進む一方、大規模な太陽光発電設備の導入計画
に対し、自然環境や景観、生活環境との調和を懸念する地域も出ている。

▶　このような問題は、太陽光発電だけに限ったものではなく、エコエネルギーの利用が自然を相手にした取組である以上、地熱発電と温泉の競合など、
今後とも、導入地域での調和や共生を十分考慮していく必要がある。

▶　そもそも本ビジョンの策定根拠である「大分県エコエネルギー導入促進条例」の前文には「『環境立県おおいた』の実現に向け、（略）、『県民、事業者、
行政の共働』の視点に立って、地域の自然や産業の特色を生かしたエコエネルギーの導入を促進」することが規定されている。

▶　本県としては今後も、エコエネルギーの導入を積極的に促進、支援していくが、単なる導入促進ではなく、今一度、同条例の趣旨に立ち返り、県民、事
業者、行政が共働し、自然環境・景観との調和や地域との共存共栄を図ることで、何より地域の振興につながるエコエネルギーの導入を進めていく。

◎目標を上回る導入が進んでいる要因
・東日本大震災及び福島第一原発事故以来、再生
可能エネルギーがこれまで以上に関心を集める
・固定価格買取制度において、導入促進のため、買
取取価格が高めに設定され、太陽光発電を中心
に、再生可能エネルギーが急速に普及

→固定価格買取制度の影響を受けるエネル
ギーのうち、導入目標を超える大幅な導入が
見込まれるエネルギーの導入目標を見直し

平成２６年３月

３．個別の見直し検討

２．新導入目標

大分県新エネルギービジョンにおけるエコエネルギー導入目標の改定の概要

太陽光発電
地熱発電・温泉熱発電

バイオマス発電・小水力発電・廃棄物発電


